鹿嶋市インターンシップ実施要領
１ 目的
鹿嶋市は，開かれた市政の一環として，学校教育法における高等学校，短期大学，専門学校，大学及び大学院（以下「学校」という。）に在学する学生（以下「実習生」という。）を対象に自治体の就業体験を通じて地方自治への理解を深め，職業意識の高揚を図り，将来の進路の選択に向けた職業体験の機会を提供する。

２ 覚書の締結

　 鹿嶋市は，インターンシップを受入れる学校とインターンシップ期間中に起きた事故の損害に対する補償，秘密の漏洩の禁止等を定めたインターンシップに関する覚書（様式１）を締結するものとする。

３ 実施期間
実務を体験させる期間は，市長が必要と認める期間とする。また，実施日については，インターンシップ受入れの内定を受けた実習生と各課の調整によるものとする。
４ 受入人数及び受入期間等
インターンシップに参加する者（以下「実習生」という。）の受入人員及び受入期間については，各部署と調整のうえ決定する。

５ 受入部署
原則として鹿嶋市役所のすべての部署とするが，業務の都合により指定する場合もある。
(ただし，各部署に１人程度)

６ 申請方法
下記の書類を，学校を通して鹿嶋市総務部人事課あてに提出するものとする。
(1)インターンシップ実習申請書（様式２）
(2)災害傷害保険及び賠償責任保険等の加入を証する書類の写し
(3)その他大学から指定された書類等（推薦書など）

７ 受入れの決定
受入れの可否については，各学校へインターンシップ決定通知書（様式３）をもって通知するものとする。
８ 実習生の身分及び処遇
実習生には本市職員の身分は付与しないものとし，賃金，報酬，手当等は一切支給しない。

９ 実習参加に当たっての遵守事項
実習生は，地方公務員法その他の法令（鹿嶋市条例及び規則等を含む。）及び鹿嶋市インターンシップ実施要領に基づき，実習指導員の指揮，監督，助言等に従うことについて誓約書（様式４）に署名等を行い，これらを遵守しなければならない。

(1) 実習中は実習に専念し，指導者の指示に従い，積極的な姿勢で臨むこと。
(2) 市役所の信用を傷つけたり，不名誉となるような行為をしたりしないこと。
(3) 実習中に知り得た個人情報等については，実習中はもちろん，実習終了後も一切外部に漏らさないこと。
(4) 市民に不快感・不信感を与えないよう，服装や言葉遣いに十分配慮すること。
(5) 実習開始時刻に遅れないこと。交通機関や経路については，事前に確認しておくこと。
(6) 市内の地理をよく知らない場合は，事前に下調べをし，実習開始時刻に遅れないようにすること。
(7) 無断で休まないこと。体調不良等やむを得ない場合は，開始時刻前に必ず連絡をすること。
１０ 実習時間
実習時間は，原則として午前８時３０分から午後５時１５分までとし，それを超える場合は受入部署の所属長が判断する。

１１ 実習費用
インターンシップに要する実習費用は，本市が負担するものとする。

１２ 実習成果等の報告
実習をより効果的にするため，期間中は，翌日までにインターンシップ日誌（様式５）を提出し，実習終了後，１箇月以内にインターンシップ実習レポート（様式６）（各学校において所定の様式のある場合には代用可）及びインターンシップ実習アンケート（様式７）を鹿嶋市総務部人事課に提出する。受領後，人事課はインターンシップ評価書（様式８）を学校へ提出するものとする。
１３ 災害補償等
(1) 学校はインターンシップへの参加に当たって，その実習生に関し災害傷害保険，賠償責任保険等に加入しなければならない。
(2) インターンシップに係る実習に伴い，当該実習生が災害に遭ったときは，学校等により対応するものとする。
(3) 実習生が本市，その他職員及び第三者に損害を与えたときは，学校又は本人がその賠償の責めを負わなければならない。

１４ その他
(1) この要領に定めるもののほか，インターンシップの実施に関し必要な事項は別に定める。
(2) インターンシップに係る実習の実施について，疑義等が生じた事項については，本市が学校等及び実習生と協議して決定するものとする。　
　　　附　則
　この要領は平成１９年６月２６日から施行する。
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